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Future work will advance light-controlled reactions with cyclodextrin inclusion to develop responsive organic EL and photoelectric devices.

Development of Externally Responsive Organic EL and Photoelectric Conversion Technologies 

Based on Laser-Controlled Photoreactions of Cyclodextrins
In this study, we aimed to precisely control the photochemical reactions of photochromic molecules 

and apply them to optical materials and devices. Focusing on the inclusion effect of cyclodextrin (CD), we 
found that CD suppresses the cyclization of diarylethene derivatives and enhanced its photoionization 
under multistep laser-pulse excitation. We also demonstrated improved photoelectric conversion and light-
triggered ON/OFF control of EL emission in CD-based devices for photoresponsive device applications.

Laser Photochemistry, Organic Electronics, Organic EL, Solar Cell, Cyclodextrin, 
Physical Chemistry, Photochromism 
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今後は、光を用いた化学反応および分子機能の制御をさらに高度化し、シクロデキストリンの包接効果と組み合わせることで、外部刺激に応答する
有機ELや光電変換デバイスの高性能化を目指します。さらに、環境調和型の光機能材料の創製と持続可能な技術への応用展開を進めます。

「レーザー光を用いたシクロデキストリンの光反応制御と外部応答性有機EL・光電変換技術の創製」
本研究では、フォトクロミック分子の光化学反応を精密に制御し、光機能材料および光デバイスへ応用

することを目指しました。特に、シクロデキストリン（CD）の包接効果に着目し、ジアリールエテンの光
イオン化を多段階レーザーパルス励起により検討した結果、CD共存下では環化反応が抑制され、イオン
化収率が向上することを明らかにしました。さらに、可視光を含む複数のレーザーパルス照射により、イ
オン化を一層促進できることを見いだしました。また、励起寿命や反応速度の解析を通じて、光反応制御
の基盤となる分子ダイナミクスを明らかにしました。加えて、スピロピラン誘導体とCDを用いた色素増
感太陽電池およびCD層を導入した有機EL素子を作製し、光電変換特性と発光特性を評価しました。その
結果、CDの包接効果により光電変換効率が向上し、光励起状態におけるエネルギー移動と分子状態の制
御に有効であることを示しました。また、外部光刺激による有機EL発光のON/OFF制御も実証しました。
これらの成果は、高機能な光応答性材料と次世代光デバイスの開発に貢献するものです。
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太陽電池、シクロデキストリン、物理化学、フォトクロミズム、分光学 
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